
世
界
同
時
不
況
と
国
際
会
計
基
準
が
迫
る

グ
ル
ー
プ
経
営
戦
略
転
換

先
頃
、
日
立
製
作
所
が
上
場
子
会
社
五
社
を
T
O

B（
株
式
公
開
買
付
）に
よ
っ
て
完
全
子
会
社
化
す
る

と
発
表
し
た
。
日
本
を
代
表
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
が
、

親
子
上
場
の
見
直
し
を
含
め
、
経
営
資
源
の
集
中
と

効
率
化
を
進
め
て
い
く
と
い
う
グ
ル
ー
プ
経
営
戦
略
転

換
へ
の
意
思
表
示
が
、
市
場
関
係
者
か
ら
も
大
き
な
注

目
を
浴
び
た
。

親
子
上
場
は
、
日
本
独
特
の
経
営
手
法
と
し
て
一
九

八
〇
年
代
よ
り
増
加
し
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
拡

大
成
長
路
線
の
中
で
、
知
名
度
ア
ッ
プ
や
株
式

売
却
に
よ
る
資
金
調
達
な
ど
右
肩
上
が
り
路

線
を
支
え
る
方
程
式
の
ご
と
く
一
定
の
機
能
を

果
た
し
て
き
た
。
一
方
で
、
①
上
場
維
持
に
か

か
る
コ
ス
ト
増
加
②
グ
ル
ー
プ
内
事
業
再
編
ス

ピ
ー
ド
へ
の
ブ
レ
ー
キ
作
用
③
重
複
分
野
の
発

生
や
調
達
コ
ス
ト
な
ど
の
非
効
率
性
…
…
な

ど
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
、

世
界
同
時
不
況
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た

と
も
い
え
よ
う
。

他
方
、
我
が
国
の
会
計
制
度
面
に
お
い
て
は
、

金
融
庁
が
去
る
六
月
に
国
際
会
計
基
準
の
取

扱
い
に
関
す
る
意
見
書（
中
間
報
告
）を
発
表
し
、

そ
の
導
入
方
向
性
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
I

F
R
S
に
お
い
て
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
重
要
性
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
共
通
尺
度
で
の

企
業
グ
ル
ー
プ
管
理
体
制
の
集
約
・
効
率
化
が

求
め
ら
れ
、
恐
ら
く
多
く
の
企
業
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
従
来
の
日
本
的
連
結
経
営
戦
略
か
ら
の
転
換
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

連
結
純
利
益
の
表
示
を
例
に
取
っ
て
み
て
も
、
I
F
R

S
に
お
い
て
は
少
数
株
主
利
益
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

上
場
子
会
社
な
ど
が
あ
る
場
合
は
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体

で
の
収
支
管
理
が
必
要
と
な
っ
て
く
る（
図
表
参
照
）。

否
が
応
で
も
こ
れ
ま
で
の
連
結
管
理
体
制
の
見
直
し
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
的
経
営
の
象
徴
で
あ
る
子

会
社
上
場
の
見
直
し
や
事
業
の
重
複
す
る
グ
ル
ー
プ
会

社
再
編
は
、
I
F
R
S
導
入
を
境
に
避
け
て
通
れ
な
い
経

営
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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IFRS導入で変貌する
企業グループ経営戦略

ーグループ連結経営管理の転換と課題ー

佐々木慶秀
株式会社野村総合研究所
情報技術本部事業開発室長
CFOホーリスティックサービス事業担当

●連結利益のIFRSと日本基準での表示方法相違�

［参考］  ①IFRSでは全子会社を例外なく連結対象とするが、日本基準では一部対象外とできる。�
  ②IFRSでは支配権を維持する限り、子会社株式売却益は計上できない。�

当期純利益は�
グループ全株主分を表示�

IFRS 日本基準�

当期純利益は�
親会社分を表示�

作成の基本概念�

子会社黒字�

経済的単一体説�
（連結利益＝親会社持分＋非支配持分）�

親会社説�
（連結利益＝少数株主利益控除後の利益）�

IFRSの場合�

税前利益 300�
法人税等 100

税前利益 300�
法人税等 100

日本基準の場合�
当期純利益の表示�
 （少数株主利益の取扱い）�

当期純利益 200�
親会社株主帰属利益 150�
少数株主帰属利益 50

当期純利益 200�
親会社株主帰属利益 220�
少数株主帰属利益 △20

少数株主利益 △50�
当期純利益 150

少数株主利益控除前利益　200�
少数株主損失 20�
当期純利益 220

ケース1

子会社赤字�

ケース2



C
F
O
視
点
で
の
I
F
R
S
導
入
時
に
お
け
る

連
結
経
営
管
理
の
課
題

次
に
、
C
F
O
の
観
点
か
ら
I
F
R
S
導
入
時
に
お
け

る
企
業
グ
ル
ー
プ
経
営
の
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
た
い
。
従
来
の
よ
う
な「
益
出
し
」「
企
業
の
生
い

立
ち
」と
い
っ
た
理
由
か
ら
の
子
会
社
上
場
や
持
分
変
更
、

事
業
領
域
の
重
複
し
た
非
効
率
な
グ
ル
ー
プ
各
社
の
配

置
な
ど
が
I
F
R
S
導
入
を
機
に
大
き
く
見
直
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
あ
く
ま
で
軸
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
尺
度
で
の

最
適
な
グ
ル
ー
プ
経
営
戦
略
の
実
現
で
あ
り
、
多
く
の
企

業
財
務
組
織
に
と
っ
て
そ
の
実
現
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
決
し
て

低
く
な
い
。

①
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
環
境
変
化
に
即
応
し
う
る
持

分
戦
略

事
業
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
と
コ
ス
ト
競
争
力
強
化
の

た
め
に
は
、
思
い
切
っ
た
事
業
の
再
編（
重
点
事
業
へ
の
資

源
集
約
・
不
振
事
業
か
ら
の
撤
退
・
規
模
見
直
し
・
経
営

体
制
の
重
複
解
消
な
ど
）と
人
材
配
置
の
適
正
化
や
原

材
料
な
ど
調
達
コ
ス
ト
と
い
う
観
点
か
ら
、
企
業
グ
ル
ー

プ
体
制
の
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
、
連
結
収
益
の
最
大
化

を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
分
権
化
か
ら
集
権
化
へ
移
し
、
持
分
戦
略

を
機
動
的
に
実
行
し
う
る
体
制
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
親
子
上
場
に
つ
い
て
も
、
経

営
管
理
上
阻
害
と
な
る
要
因
の
方
が
大
き
い
と
判
断
さ

れ
れ
ば
、
完
全
子
会
社
化
に
よ
る
上
場
廃
止
や
持
分
を

減
ら
し
て
連
結
対
象
か
ら
外
す
こ
と
に
な
る
。

従
来
は
日
本
的
経
営
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
子
会
社

設
立
を
別
視
点（
人
材
の
受
け
皿
・
シ
ェ
ア
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
・
製
販
分
離
・
研
究
調
査
・
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
事
業
切

り
離
し
な
ど
）か
ら
行
い
、
経
営
資
源
の
効
率
性
よ
り
も

子
会
社
数
の
多
さ
を
も
っ
て
是
と
す
る
風
潮
さ
え
あ
っ

た
。
今
後
は
グ
ル
ー
プ
全
体
の
価
値
創
造
力
を
問
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
は
連
結
決
算
の
み
の
開
示
と

な
る
こ
と
を
念
頭
に
持
分
戦
略
を
と
る
べ
き
と
考
え
る
。

②
会
社
別
管
理
か
ら
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
別
管
理
体
制

へ
の
移
行

従
来
の
日
本
型
企
業
グ
ル
ー
プ
組
織
は
、
属
人
的

な
会
社
別
の
管
理
体
制
に
よ
っ
て
、マ
ン
パ
ワ
ー
の
再
配
置

や
経
営
資
源
の
集
中
・
事
業
の
集
約
・
撤
退
な
ど
を
阻

む
、ま
た
は
遅
ら
せ
る
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
今
後
は
、

企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
価
値
創
造
の
観
点
か
ら
従

来
の
会
社
別
管
理
か
ら
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
ご
と
の
管

理
体
制
に
移
行
し
、
収
益
管
理
の
短
サ
イ
ク
ル
化
と

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
子
会
社
再
編
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
。

I
F
R
S
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
決
算
事
務
に

お
い
て
実
績
数
値
の
み
な
ら
ず
、
将
来
値
の
算
定
を

行
う
必
要
が
あ
り
、
”
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
一
体

的
運
営
管
理
“
が
必
須
と
な
る
。
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の

は
機
動
性
の
あ
る
組
織
づ
く
り
と
グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
会
計
指
針
の
徹
底
で
あ
る
。
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
ご

と
に
人
事
権
を
含
む
権
限
を
持
た
せ
た
主
管
組
織
を

作
っ
て
い
く
こ
と
と
、
企
業
グ
ル
ー
プ
連
結
経
理
規
程

の
制
定
を
行
い
、
会
計
方
針
お
よ
び
決
算
手
続
き
の

統
一
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③
マ
ル
チ
ギ
ャ
ッ
プ
対
応
に
み
る
連
結
事
務
手
続
き
の

課
題I

F
R
S
の
導
入
に
際
し
、
連
結
事
務
上
で
の
課
題
は

C
F
O
に
と
っ
て
頭
痛
の
種
と
な
ろ
う
。
そ
の
代
表
的
な

も
の
が
、
導
入
移
行
期
に
お
け
る
日
本
基
準
と
I
F
R
S

で
の
マ
ル
チ
ギ
ャ
ッ
プ
で
の
決
算
事
務
手
続
き
で
あ
る
。
財

務
諸
表
の
表
示
方
法
、
資
産
の
評
価
方
法
、
売
上
・
費

用
・
引
当
金
・
リ
ー
ス
等
の
計
上
基
準
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
差
異
を
放
置
し
た
ま
ま
で
の
連
結
組
替
修
正
や
連
結

精
算
表
で
の
合
体
手
続
き
は
、
月
次
ベ
ー
ス
で
は
不
可
能

と
予
想
さ
れ
る
。
連
結
対
象
各
社
か
ら
の
よ
り
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
デ
ー
タ
収
集
方
法
や
連
結
パ
ッ
ケ
ー
ジ
様
式
の
改

訂
な
ど
、
考
慮
す
べ
き
課
題
は
山
積
み
だ
。
差
異
を
極

力
解
消
し
た
と
し
て
も
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
シ
ス
テ
ム
面

も
含
め
、
両
基
準
の
並
行
運
用
へ
の
効
率
的
解
消
を
ノ
ウ

ハ
ウ
も
経
験
も
な
い
中
で
対
応
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
I
F
R
S
導
入
に
よ
っ
て
決
算
開
示
が
遅
れ

れ
ば
本
末
転
倒
で
あ
り
、
現
在
よ
り
も
早
期
の
手
続
き

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

お
、ス
ム
ー
ス
な
I
F
R
S
へ
の
移
行
を
実
現
す
る
た
め
に
、

I
F
R
S
導
入
に
あ
た
り
大
き
な
課
題
と
な
る
マ
ル
チ
ギ

ャ
ッ
プ
対
応
を
い
か
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

次
回
以
降
に
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
。

●

二
〇
一
五
年
か
一
六
年
に
見
込
ま
れ
る
I
F
R
S
導

入
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
一
見
時
間
的
な
余
裕

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
日
本
企
業
グ
ル
ー

プ
特
有
の
持
分
戦
略
の
見
直
し
や
多
く
の
利
害
関
係

者
が
介
在
す
る
グ
ル
ー
プ
再
編
の
実
行
を
考
慮
す
れ

ば
、
残
さ
れ
た
時
間
は
多
く
な
い
。
実
際
に
I
F
R
S

対
応
を
行
っ
た
欧
州
で
の
事
例
か
ら
考
え
て
も
、
や
は

り
二
年
か
ら
三
年
の
準
備
期
間
は
確
保
す
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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